




旭
丘
高
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
概
要

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
日
本
の
将
来
を
拓
き
、

世
界
を
牽
引
す
る
科
学
技
術
人
材
の
育
成

①
科
学
的
探
究
を
深
く
行
う
最
高
レ
ベ
ル
の
学
問
的
能
力
・

②
様
々
な
実
験
・
観
察
や
協
議
・
討
論
を
経
て
経
験
し
て
身
に
付
け
る

③
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
社
会
を
動
か
す
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
育
成

叡
智

ソ
フ
ィ
ア
）
の
獲
得

高
度
な
智
恵
（
フ
ロ
ネ
シ
ス
）
の
獲
得

：
真
理
を
知
る
た
め
に
知
識
を
正
し
く
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
智
恵

：
対
話
に
よ
る
目
的
の
設
定
と
手
段
の
選
択
を
配
慮
し
た
実
践
的
な
智
恵

ソ
フ
ィ
ア

フ
ロ
ネ
シ
ス

ト
ッ
プ
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ー
ダ
ー
の
育
成

普
通
科

（
人
間
性
）
批
判
的
・
建
設
的
・
創
造
的
思
考
力
を
高
め
る

美
術
科
（
基
礎
）

①
情
報
に
関
す
る
探
究
活
動

②
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

●
課
題
研
究

（
基
礎
）

（
情
報
Ⅰ
）

デ
ー
タ
分
析
の
ス
キ
ル
の
習
得

デ
ー
タ
分
析
の
ス
キ
ル
の
獲
得

情
報
に
関
す
る
探
究
活
動

林
間
学
舎
の
探
究
活
動

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

普
通
科
（
情
報
Ⅱ
）

（
探
究
Ⅰ
）

美
術
科
（
知
識
）

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
協
働
的

思
考
力
を
培
う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
Ａ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
収
集
・
ま
と
め

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
Ｂ

研
究
計
画
書
の
作
成

先
行
研
究
の
学
習

実
験
・
観
察
・
調
査
・
討
論
・
協
議

●
課
題
研
究

　
実
験
・
観
察
に
よ
る
探
究
活
動

普
通
科
（
探
究
Ⅱ
）
実
験
・
観
察
を
通
し
て
探
究

工
学
、
生
物
・
農
学
、
物
理
・
数
学

　
　
　
　
   化
学
・
薬
学
、
医
療

美
術
科
（
技
能
・
表
現
）

多
様
な
観
点
か
ら
探
究
活
動
を
行
い
、
企
画
力
、

    
    
    
    
    
行
動
力
、
表
現
力
を
学
び
、
創
造
的
思
考
力
を

　
　
　
　
  育
む〔

〕
調
査
・
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を
通
し
て
討
論
、
協
議

    
    
    
    
    
提
案 心
理
・
教
育
、
経
済
・
社
会
、
法
律
・
政
治

〔
〕

探
究
物
理

探
究
化
学

探
究
生
物

探
究
地
学

実
験
・
観
察
・
探
究
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

｝最先端
科
学
技
術
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
発
展
的
実
験

●
課
題
研
究

ま
と
め
・
発
表

自
己
評
価
・
相
互
評
価

So
ci
et
y5
.0
全
人
的
完
成
教
育

全
科
目
履
修
 ⇒
 文
理
分
断
か
ら
の
脱
却

　
　
　
    
　
　
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
 

文
章
や
情
報
を
正
確
に
読
み
解
き
、
対
話
す
る
力

〔
成育材人たけ向に

科
学
的
に
思
考
・
吟
味
し
活
用
す
る
力

価
値
を
見
つ
け
生
み
出
す
感
性
と
力
、
好
奇
心
・
探
求
力

⇒
 世
界
を
牽
引
す
る
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

課
題
研
究
ゼ
ミ
・
高
山
Ｇ
Ｓ
Ｆ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
　多
様
な
分
野
の
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
の
招
聘

林
間
学
舎
に
お
け
る
ク
ラ
ス
討
論
会

●
生
徒
の
主
体
的
な
活
動

海
外
研
修

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
訪
問
研
修

生
徒
の
主
体
的
な
企
画
・
研
修

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

多
様
な
分
野
の
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
の
招
聘

大
学
・
研
究
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
・
京
都
大
学
・
名
古
屋
大
学

学
校
祭
に
お
け
る
全
校
討
論
会
・
分
科
会

●
生
徒
の
主
体
的
な
活
動

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
　多
様
な
分
野
の
一
線
で
活
躍
す
る
講
師
の
招
聘

大
学
・
研
究
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
・
京
都
大
学
・
名
古
屋
大
学

学
校
祭
に
お
け
る
全
校
討
論
会
・
分
科
会

●
生
徒
の
主
体
的
な
活
動

普
通
科
Ｓ
Ｓ
数
学
Ｗ
・
Ｓ
Ｓ
数
学
α
・
Ｓ
Ｓ
数
学
β

探
究
物
理
・
探
究
化
学
・
探
究
生
物
・
探
究
地
学

Ｓ
Ｓ
探
究
物
理
・
Ｓ
Ｓ
探
究
化
学

Ｓ
Ｓ
探
究
生
物
・
Ｓ
Ｓ
探
究
地
学

美
術
科
Ｓ
Ｓ
数
学
Ｚ
・
Ｓ
Ｓ
地
学

スシネロフ

普
通
科
Ｓ
Ｓ
数
学
Ｓ
・
Ｓ
Ｓ
数
学
Ｔ

Ｓ
Ｓ
生
物
・
Ｓ
Ｓ
地
学
（
実
験
技
能
の
習
得
）

美
術
科
Ｓ
Ｓ
数
学
X・
Ｓ
Ｓ
総
合
科
学

Ｓ
Ｓ
数
学
Ｕ
・
Ｓ
Ｓ
数
学
Ｖ

Ｓ
Ｓ
物
理
・
Ｓ
Ｓ
化
学
（
実
験
技
能
の
習
得
）

美
術
科
Ｓ
Ｓ
数
学
Ｙ
・
Ｓ
Ｓ
生
物

第
１
学
年

第
２
学
年

年学３第

フ
ロ
ネ
シ
ス
（
必
要
と
さ
れ
る
高
度
な
智
恵
）
の
獲
得

ソ
フ
ィ
ア
(科
学
的
探
究
を
深
く
行
う
学
問
的
能
力
・
叡
智
）
の
獲
得

（ 課
題
研
究
ゼ
ミ
・
高
山
Ｇ
Ｓ
Ｆ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

普
通
科







問題発見・定義

！

イノベーションを創出し、トップリーダーとして日本の将来を拓き、
世界を牽引する科学技術人材の育成

対話・討論

国際性

自主性・協働性

リーダー性

探究プロセス 発表する方法

1年

２年

問題解決する方法

？

判断力

内省する力

創造性

♥♪ ♬

表現力

思考力

・・・・・

実験・情報収集する方法
記述力・説明構成力
・分析力

……
……

分析し考察する方法

！
行動を決定する方法

♥
社会・科学への興味 活動への意欲・受け止め方

実験・データ処理
・情報収集

●課題研究（人間性）　1単位●課題研究（基礎）　2単位
データ分析のスキルの習得

①情報に関する探究活動

②プレゼンテーションの方法

３年

批判的・建設的・創造的思考力を高める

フロネシス（高度な知恵）の獲得

●課題研究（技能・表現）　1単位
多様な観点から探究活動を行い、企画力、行動力、

表現力を学び、創造的思考力を育む

●課題研究（知識）　1単位

グループワーク・フィールドワークを通して

協働的思考力を培う

Reaction

Learning

Behavior

Results

コミュニケーション・プログラム（探究活動をふまえての講義・実践）

作家の生き方についてプレゼン、発表

美術館・画廊について調べてプレゼン、発表

社会との関りについて考える

歴史・建築・保存・修復に関する探究活動
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３ー５　課題研究ゼミ 

１　仮説 
　１年を通して課題研究ゼミを開講し、グローバル化の進行によって生じた課題の解決策の探究・発表
をおこない、その結果をもとに韓国の高校生と意見交換をする。この活動により、論理的思考力や自
己認識力、国際的視点に立った多様性に対する理解力が涵養されることが期待できる。 

２　評価 
・新型コロナ感染症拡大による休校措置で、ゼミの開始が実質的には７月にずれ込み、最大のプログ
ラムである韓国巡検も実施できなかった。内容や実施時期の大幅変更に伴って活動自体が制約された
中、例年と比べて見劣りする部分が出たのはやむを得ない。ゼミ生たちはよく努力をしたと評価した
い。 

　◎＝期待以上　　◯＝期待どおり　　△＝期待以下 
３　研究内容・方法・検証 
（１）年間指導計画 
・今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大のため韓国巡検の実施が不可能となった。そのため、９
月の段階で巡検先を長崎県対馬市に変更し、10月以降の指導計画の見直しをおこなった。しかし、12
月に予定した対馬巡検も実施が不可能となり、１月７日現在、３月に延期することで調整をおこなっ
ている。 

実施事業/評価 ① ② ⑤ ⑦ ⑨ ⑬ ⑰ ⑲ ⑳

課題研究ゼミ ◎ ◎ ◯ ◯ △ △ ◯ ◯ ◎

当初計画 変更後計画
6/23（火） 講義＋討論「グローバル化と格差」

当初計画通りに実施

7/14（火） 研究発表＋討論「雇用格差」
7/22（水） 研究発表＋討論「男女間格差」

7/28（火） 研究発表＋討論「外国人労働者問題」
9/1（火） 研究発表＋討論「教育格差」
10/11（日） ★大阪巡検
10/13（火） 講義＋討論「日韓関係史・植民地問題」

10/20（火） 講義＋討論「日韓現代史・戦後補償問
題」

10/27（火） 韓国人留学生との討論「日韓の歴史問題
と戦後補償」

Zoomの使い方講習・オンライン交流会（対馬
高校）

11/4（水） 交流会準備 研究発表＋討論「東京一極集中と地域間格差」
11/10（火） 意見交換会・意見文準備 研究発表＋討論「離島（対馬）の社会・経済」

11/13（金） 第１回オンライン意見交換会（韓国・高陽国際
高校）

12/1（火） 意見交換会・意見文準備 研究発表＋討論「離島防衛と国境問題」
12/3（木） 第２回オンライン意見交換会（韓国・高陽国際

高校）



（２）研究内容・方法 
・ゼミ生は20名を募集し、毎週火曜日の放課後２時間を使って、合計15回のゼミを開講する。 
・今年度当初の研究テーマは「格差問題」「日韓問題」とし、ゼミでは教員の講義のほか、「格差問
題」についてはゼミ生が４班に分かれて共同研究をおこない、その後、討論を実施した。また、「日
韓問題」については韓国人留学生との意見交換をおこない、韓国人の思考の仕方を理解する予定で
あった。しかし、新型コロナ感染症拡大のため、韓国人留学生との意見交換は実施ができなかっ
た。　 
・大阪巡検では、在日コリアン差別に関する講義を受け、国籍による格差の問題について考察した。
また、生野コリアタウン、国立民族学博物館の巡検をおこなって韓国文化に対する理解を深めた。 
・韓国を訪問し、高陽国際高校の生徒とともにソウルのフィールドワークをおこなって韓国の歴史・文
化・社会を理解し、「格差問題」「日韓問題」に関する意見交換会を実施して日韓で抱える問題の共
通点と相違点を確認する予定であったが、新型コロナ感染症拡大のため、実施ができなかった。
・韓国巡検に代わり、Zoomを使用した高陽国際高校生徒とのオンライン意見交換会を２回実施した。
テーマは両国の教育問題、日韓の文化交流、新型コロナ対策、相手国に対する意識などで、事前に
相手国に対して質問を送り、それに回答をした後、質疑応答をする形式をとった。 
・韓国巡検に代わり、古代以来、日韓交流の最前線であった長崎県対馬市を訪問し、対馬をフィールド
にして「格差問題」のうちの「地域間格差」の問題、および韓国との望ましい関係について考察する
こととした。ゼミでは生徒を４班に分け、「離島問題」「対馬と韓国」についての共同研究をおこな
い、その後、討論を実施した。 

12/9（水） 意見交換会・韓国側意見文検討 研究発表＋討論「対馬における日韓交流の歴史
と現在」

12/15（火） 意見交換会・韓国側意見文検討

12/18（金）
～21（月）

★韓国巡検 （以後、新型コロナ感染症拡大のため実施でき
ず）

12/22（火）
～25（金）

★対馬巡検

1/19（火） 韓国巡検のまとめ 対馬巡検のまとめ
2/24（水） 成果発表会準備 成果発表会準備

大阪巡検・在日コリアンについての講義 韓国・高陽国際高校生徒とのオンライン交流会



・対馬では、対馬市役所で「対馬の島おこしと日韓交流」について講義を受け、韓国文化・韓国語を
学ぶ長崎県立対馬高等学校国際文化交流科の生徒と「対馬の将来と日韓関係」について意見交換を
する予定である。（12月の訪問が実施できなくなり、現在、３月の実施に向けて調整中） 
・研究成果は、対馬巡検後に「論文・レポート集」にまとめる。 

（３）　検証
・参加した生徒に対し、次の８つの観点で自己評価をおこなわせた。

ア 問題発見力＝グローバル社会の抱える問題について気づくようになった。 
イ 論理的思考力＝グローバル社会の課題の背景や理由、影響を考え、筋道を立てて解決策を考える

ようになった。 
ウ 自己認識＝日本のこと、及び日本と世界の関係について、今まで知らなかった知識を得ることが

できた。 
エ 多様性の理解＝自分とは異なる多様な考え方が存在することを理解し、認めることができるよう

になった。 
オ コミュニケーション力＝話合いに際し、自分の意見を主張するとともに、相手の意見を引き出し

て聞けるようになった。 
カ 調整力＝話し合いで意見が対立した際には、妥協点を見出し、調整できるようになった。 
キ 言語能力への意欲＝世界の人とコミュニケーションをとるため、言語能力を高めたいと思うよう

になった。 
ク 社会貢献への意欲＝世界や社会に対し、自分が貢献できることは何かを考えるようになった。 

・８つの観点に対する生徒の自己評価（５段階）は次の通りで、おおむね目的は達成できたと言える。
意見交換会での韓国の生徒の積極性や英語力の高さを再認識した上での評価となっている。 
問題発見力＝4.6、論理的思考力＝4.2、自己認識＝4.7、多様性の理解＝4.5、 
コミュニケーション力＝4.1、調整力＝3.6、言語能力への意欲＝4.8、社会貢献への意欲＝4.3

４　今後に向けた取組 
・課題に対する探究力とともに、プレゼンテーションやファシリテーションの能力向上を目指したい。
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